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・ 全ての県民が、障害の有無にかかわらず、互いに意思や感情を伝え合うとともに、社

会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に参加し、心豊かに暮らすことは、私たちの

願いである。 

・ 手話は、知識を蓄え、文化を創造するために受け継がれ、発展してきた手指や体の動

き、表情を使って視覚的に表現される独自の体系を有する言語であるが、これまで手話

を習得し、使用することに多くの制約があり、手話を使用することができる環境が十分

に整えられてこなかった。 

・ 近年になって、障害者の権利に関する条約の採択や障害者基本法の一部改正により、

手話が言語として位置付けられたものの、手話が言語であるとの認識が広く共有されて

いるとはいえないため、私たち一人一人が手話言語の普及のための取組を進めていかな

ければならない。 

・ 障害のある者が日常生活又は社会生活において意思疎通を図るためには、障害の特性

に応じたコミュニケーション手段を選択し、利用することが欠かせないが、その機会が

十分に提供されているとはいえず、障害の特性に応じたコミュニケーション手段を選択

し、利用しやすい環境づくりを進めていく必要である。 

・ 愛知県障害者差別解消推進条例において求められている社会的障壁の除去の実施につ

いての必要かつ合理的な配慮をする場合や、南海トラフ地震などの大規模災害発生時に

おいて、障害のある者の安全を確保するための措置を講ずる場合においても、障害の特

性に応じたコミュニケーション手段の利用が必要である。 

・ 私たちは、このような認識を共有し、一体となって、全ての県民が障害の有無によっ

て分け隔てられることなく、安心して暮らすことができる地域社会を実現するため、こ

こにこの条例を制定する。 

 


